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平成２９年度 第５回 九州森林管理局保護林管理委員会の議事概要 
 

１ 日時 平成３０年２月２６日（10:00～16:15） 
２ 場所 九州森林管理局 ２階大会議室 

（１） 綾森林生態系保護地域の拡充（案）について 
（２） 平成３０年度保護林モニタリング調査項目（案）について 
（３） 平成２９年度保護林モニタリング調査結果について 
（４） 猪八重地区における保護林の設定について 

    （５）その他 
 

 
 

３ 概要及び主な意見 
（１）綾森林生態系保護地域の拡充（案）について 
①  概要  

前回委員会の審議内容を踏まえた綾森林生態系保護地域の拡充（案）が事務局から提案された。

審議の結果、事務局提案のとおり了承された。 
 

（２）平成３０年度保護林モニタリング調査項目（案）について 
① 概要 

 前回委員会の審議内容を踏まえた平成３０年度保護林モニタリング調査項目（案）が事務

局から提案された。審議の結果、出された意見を十分に踏まえて調査することを前提に了承

された。 
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① 主な意見等 
・シカの被害について、環境省等調査結果も活用しつつ、県など関係機関の保護対策とも連携し、

広い視点で対策を講じること。 
・シカの被害対策については、これまで生産林（造林地）を中心に実施する傾向にあったが、保

護林についても確実な実施・検証を行うこと。 
・保護林ごとに調査目的及び調査結果を踏まえた対策の効果を検証した上で、設定目的に照らし

た対策を実施すること。例えば、白髪岳生物群集保護林での深刻なシカ被害に対する確実な対

策に取り組み、他の範とすること。 
・森林生態系保護地域は、特に重要度が高いので、他の保護林と同一に扱うべきではない。 
・希少個体群保護林について、個体として守るか、森林全体として守るか、また、その成因が植

林由来か天然更新由来かによって取扱方針を明確にすべき。 
・評価期間については、次回からは、過去１０年間にするなど長期的な状況変化が見えるよう検

討すること。 
・保護林の名称については、守るべき種を主体とした名称にすべき。例えば、国見山ツガ等希少

個体群保護林は、ツガを使うよりも自生南限のコウヤマキを名称に入れるべき。 
 
（３）平成２９年度保護林モニタリング調査結果について 
①  概要 
平成２９年度保護林モニタリング調査結果について、今後の保護・管理の方針等の案も含めて事

務局から説明した。来年度の第 1 回委員会において、出された意見を踏まえた管理方針書の変更

案を事務局から提案することについて了承された。 
 
② 主な意見等 
・九州北部豪雨で被害にあった保護林のモニタリング間隔について現地を再確認した上で、「５年」

から「３年程度」に変更することを検討するべき。 
・希少個体群保護林には、林木遺伝資源保存林由来のものと植物群落保護林由来のものとがあり

それぞれ守るべき範囲が異なる。林木のみか、森林全体か保護対象を明確にすること。また、

周辺保護林との統合による生物群集保護林への格上げについても検討すること。 
・シカの被害対策へ２つ提案する。 
ア シカの被害レベルに応じた対策を検討してはどうか。 

守るべき保護林フィールドの被害の進行を止めるため、例えば、被害レベル４は後回しとし、

被害レベル３を４にしない対策か、レベル２を３にしない対策のどちらかについて、費用対

効果を見つつ国民に説明可能な基準を設定し、優先順をつけて保護柵の設置等の対策を行う

こと。          
イ 春から秋は、県等と協力して実行することに加え、シカの季節移動等移動経路、例えば夏、

冬の行動圏の違いなどを押さえた上で、生息域の縮小を目標にしつつ国有林内の特定地点で

囲い込み捕獲など集団的に捕獲する手法も検討してはどうか。 
 
（４）猪八重地区における保護林の設定について 
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① 概要   
前回委員会で指摘のあった隣接するレクリェーションの森の一部を保護林に含めることにつ

いて、地元レクリェーションの森協議会等の意見も踏まえて判断するため、来年度も継続審議

することとした。 
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